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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　都

水　巻　町　発　行

新学期から

新校舎でス　タ　ート

3月初め、建築中であった水巻南中学校が完成。3月中旬に移転を済

ませ、4月5日から新学期を新校舎でスタ←トさせました。

1期・2期工事費を合せて3億3千万円をかけており、中には普通教

室13、理科・家庭科教室それぞれ2、美術・技術教室が備えられていま

す。



水巻高松団地

県
住
用
地

造
成
工
事
が
ス
タ
ー
ト

三
　
ツ
　
頭
・
高
松
地
区
　
に

県

住

七

百

戸

を

建

築
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三
月
二
十
九
日
二
ニ
ッ
頭
区
の
下
水

処
理
場
裏
に
作
ら
れ
た
会
場
に
町
、
町

土
地
開
発
公
社
、
県
、
県
住
宅
公
社
な

ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
水
巻
高
松
団

地
県
住
建
設
用
地
道
成
工
事
（
第
一
期
）

の
安
全
祈
廠
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
下
水
処
理
場
嚢
の
山

か
ら
高
松
区
の
東
町
付
近
ま
で
、
約
二

十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
昭
和
五
十

一
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年
ま
で
二
期

に
分
け
て
道
成
し
ま
す
。

ま
た
、
県
営
住
宅
の
建
築
は
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
五
ケ
年
計
画
で
、
中
高

層
五
階
建
（
七
百
戸
）
を
順
次
建
築
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
の
事
業
へ
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
月
十
四
日
午

後
五
時
出
航
　
－

海
は
と
て
も
静

か
で
、
船
酔
い
も

せ
ず
わ
ず
か
四
日

間
で
、
フ
イ
リ
ッ

ピ
ン
の
セ
ブ
島
に

到
着
。
こ
の
セ
ブ

で
二
日
間
を
過
し

た
後
、
マ
ニ
ラ
、

サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
、
バ
ギ
オ
を
回

っ
た
。
上
陸
し
て

か
ら
は
、
各
地
で

交
歓
会
．
、
見
学
、

追
悼
な
ど
を
行
い

ま
し
た
が
、
大
学

で
行
わ
れ
た
交
歓

会
は
楽
し
く
、
大

き
な
障
害
と
な
る

と
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
テ
ー
マ
別
討
論
会
。

こ
こ
で
は
熱
意
に
満
ち
た
討
論
が
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
な
か
な
か
結
論
が
出

ず
、
も
っ
と
時
間
が
ほ
し
い
と
い
う
声

が
団
員
の
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
た
。

こ
の
青
年
の
船
で
の
経
験
を
何
ら
か

の
か
た
ノ
ち
で
、
今
後
の
青
年
団
活
動
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

消

防

一

一

九

コ

ー

ナ

ー

電
気
火
災
を

防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

「－′′′′′－・青年の船に乗って・′…′一一””盲

印象に残っ　た

し一一”′”一一”′′′一一セプ市での家庭訪問－′′”′一」

机社宅　田　中　正　博

工
事
の
安
全
祈
願
で
く
わ
入
れ
を
す
る
　
伊
藤
町
長（

は
ず
の
言
葉
の
差

が
、
全
く
気
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
も
の

で
し
た
。

ま
た
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

セ
ブ
市
で
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
、
現

地
の
家
庭
の
中
に
入
っ
て
の
数
時
間

は
、
身
近
か
に
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
と
い
う

国
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
う
え
で
、
本

当
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
国
で
は
貧
富
の
差
が
は
げ
し

く
、
私
た
ち
の
訪
問
を
受
け
入
れ
た
家

庭
は
、
上
流
階
級
の
人
た
ち
で
し
た
が
、

街
の
中
の
貧
し
そ
う
な
人
た
ち
も
、
私

た
ち
に
は
と
て
も
親
切
で
し
た
。

船
打
で
の
生
活
は
朝
七
時
か
ら
び
っ

ヽ
Ｌ
が
、
上
陸
に
そ
な
え
て
の
英
会
話
、

、
ま
た
、
揺
れ
る
甲
板
で
の
ク
ラ
ブ
活

動
、
ぼ
く
は
剣
道
部
を
選
ん
だ
。
画
風

、
、
が
中
で
剣
堰
を
セ
汗
を
流
し
た
あ
と

は
、
船
酔
い
な
ん
て
い
っ
ぺ
ん
で
ふ
き

悠
∴

電
気
火
災
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

電
気
の
切
り
忘
れ
、
ア
イ
ロ
ン
、
こ
た

つ
、
電
灯
な
ど
の
器
具
の
取
り
扱
い
不

良
に
よ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
新
し
い
器
具
が
出

て
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
か
た
を
完
全

に
お
ぼ
え
、
十
分
注
意
し
て
使
用
し
、

電
気
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

0
ヒ
ュ
ー
ズ
は
必
ず
正
規
の
も
の
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。
（
銅
線
や
針
金
等

の
使
用
は
危
険
で
す
。
）

○
た
こ
足
式
の
配
線
は
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
器
具
を
違
っ
た
用
途
に
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
恕
具
を
使
っ
た
あ
と
は
、
必
ず
差

込
を
技
き
ま
し
ょ
う
。

電
気
の
安
全
メ
モ

も
錯
粘
拍
Ｐ
謂
闇
の
あ
る

○
し
ろ
う
と
配
線
等
は
専
門
家
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

○
説
明
書
に
従
っ
て
、
き
め
ら
れ
た

用
途
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。



渠

…冊】Ⅲ服用日日ⅢⅢ用冊ⅢⅢ…ⅢⅢ…日用Ⅲ腑　昭和52年4月10日　脚拙冊ｌ

全
国
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
へ
！
－
′
′

仲

間

を

招

待

し

て

お

三
月
二
十

六
日
、
頃
末

の
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー

に
、
全
国
各

地
で
バ
レ
ー

別
　
れ

合試
合
の
前
に
は
、
東
京
や
滋
賀
な
ど

の
遠
方
に
住
む
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
仲
間
と

文
通
を
し
て
い
る
少
女
も
多
く
、
は
じ め

て
会
う
仲
間
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換

を
す
る
な
ど
、
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
の

中
で
始
ま
り
ま
し
た
。

親
善
の
意
味
で
開
か
れ
た
大
会
で
し

た
が
、
コ
ー
ト
の
中
で
は
、
小
学
生
時

代
の
最
後
の
試
合
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
一
生
懸
命
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。
（
写
真
は
下
二
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
〕

経
済
拒
豊
な
か
た

義
務
教
育
に
必
要
な

就
学
費
を
援
助
し
ま
す

ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
少
年
団
を
集
め

て
、
親
善
試
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
左
座
小
・
吉
田
小
が
開
校
し
た
た

め
、
以
前
の
下
二
校
区
で
編
成
し
て
い

た
下
二
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
も
、
校

区
に
よ
っ
て
伊
左
睦
と
吉
田
の
そ
れ
ぞ

れ
の
少
年
団
を
つ
く
る
た
め
解
散
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
解
散
記
念
と
し
て

下
二
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
企
画
し

た
も
の
で
、
東
京
を
は
じ
め
、
滋
賀
・

広
島
・
佐
賀
・
福
岡
の
少
年
団
を
招
待

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

ー

　

水

巻

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

　

ー

一

保
育
園
・
机
山
荘
　
に

つ
　
つ
　
じ
・
桜
　
の
古
木
を
寄
贈

経
済
的
な
理
由
で
町
内
の
小
・
中
学

校
に
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭

に
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な
就
学
費
用

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
援
助
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
関
係
書
類
が
学
校
及

び
、
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
・
中
学
校
の
就
学
に
つ
い

て
、
そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
教
育
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
㊥
経
済
的
に
困
る
家
庭
と
は
…
…

生
活
保
護
費
の
一
・
五
倍
以
内
の
収

入
し
か
な
い
家
庭
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
（
夫
4
5
歳
、
妾
4
0
歳
、
子
ど
も
中

学
一
年
1
3
歳
、
小
学
四
年
1
0
歳
の
家
庭

の
と
き
、
年
収
入
が
百
4
9
万
1
千
円
程

度
で
す
）

㊥
就
学
援
助
を
す
る
範
囲
は
…
…

学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
、
準
教
科
書
費
、
医
療
費
（
学
校
で

指
定
し
た
病
気
の
み
）
で
す
。

の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の
必

要
が
あ
る
者
、
及
び
、
身
体
に
機
能

的
な
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（
た
だ
し
内
部
障
害
者
を
除
く
）

▽
巡
回
相
談
内
容

の
　
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
の

処
方
及
び
適
合
判
定

の
　
更
生
医
療
給
付
要
否
の
判
定

㈹
　
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、

ま
た
は
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所

指
導
の
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

る
診
断
（
た
だ
し
内
部
障
害
者
を
除

ノ
＼
し
川
　
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ

と
▽
巡
回
相
談
日
・
場
所

4

月

2

2

日

、

1

0

時

～

1

5

時

芦
屋
町
々
民
会
館

▽
持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
筆
記

具
、
な
お
、
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談

も
、
こ
の
目
に
同
じ
会
場
で
行
い
ま

す
。

▽
巡
回
相
談
予
約
受
付

・

4

月

1

5

日

、

1

0

時

～

1

2

時

・
役
場
東
側
別
館

身
体
障
害
者
の

た
め
の
巡
回
相
談

三
月
十
九
日
、
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
か
た
た
ち
六
名
が
出
ら

れ
て
、
第
一
保
育
園
、
第
三
保
育
園
、

机
山
荘
の
三
ヶ
所
に
、
つ
つ
じ
百
五
十

本
と
桜
の
苗
木
三
十
本
を
寄
贈
さ
れ
ま

ん
は
、
地
域
社
会
で
の
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
へ
の
援
助
と
奉
仕
活
動
を
続
け
て

お
り
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
洗
面
具
の

寄
贈
、
ま
た
、
ア
イ
・
バ
ン
ク
の
括
＼

県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
た
め
に
巡

回
し
て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
更
生
に

必
要
な
相
談
に
応
じ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
山
譲
Ｈ
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、

動
、
水
巻
駅
の
美
化
運
動
の
た
め
の
灰

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
皿
等
の
寄
贈
な
ど
、
幅
の
広
げ
福
祉
活

水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
　
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
津
深
氏
、
会
員
ｌ
二
十
三
名
）
の
皆
さ

相
談
の
予
約
受
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

書

も

∇

対

象

者

．

1

、

　

　

　

4

．

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
次
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成
　
人
　
病
　
教
　
室

◇
日
時
　
4
月
2
1
日
、
1
3
時
～
1
6
時

◇
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

◇
内
容
　
血
圧
測
定
（
1
3
時
～
1
3
時
3
0

分
）
、
講
話
、
国
保
の
し
く
み
に
つ

い
て
（
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
）
、
講
演

く
ら
し
の
中
の
成
人
病
予
防
（
1
4
時

～
1
6
時
）

母

子

保

健

相

談

◇
日
時
　
4
月
1
5
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
乳
児
・
育
児
相
談
〔
身
長
・

体
重
測
定
）
、
母
親
・
家
族
計
画
相

談
（
器
具
・
薬
品
も
若
干
準
備
）

母

　

性

　

相

　

談

◇

日

時

　

4

月

2

6

日

、

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分芸コ
犬　登　録

犬病予防注⊂票

拉
駅
視鴨

◇
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

◇
内
容
　
母
性
健
康
相
談
と
家
族
計
画

相
談
指
導

胃
が
ん
集
団
検
診

◇
日
時
　
4
月
2
8
日
、
9
時
～
1
3
時

◇
会
場
　
町
民
会
館
前

◇
料
金
　
2
千
1
百
円
、
た
だ
し
、
個

人
負
担
は
国
保
被
保
険
者
5
百
円
、

そ
の
他
の
被
保
険
者
千
2
百
円
）

◇
検
診
の
申
込
み

期

間

　

4

月

1

8

日

～

2

7

日

場
所
　
町
衛
生
係

人
員
　
先
着
百
十
名

そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
を
添
え
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
健
　
康
　
教
　
室
　
に

参

加

く

だ

さ

い

次
の
と
お
り
健
康
教
室
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ど
し
ど
し
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
年
間
事
業
計
画

。
検
診
ｌ
血
圧
測
定
、
検
尿
、
心
電

図
、
貧
血
検
査
、
結
核
検
診

。
食
生
活
指
導
　
高
血
圧
・
糖
尿
病

の
食
生
活
、
調
理
実
習
、
試
食

☆
申
込
み
期
間
　
4
月
1
5
日
ま
で

「
青
年
の
船
」

一
般
団
員
の
募
集

▽
申
込
み
受
付
期
限
　
4
月
1
8
日

▽
申
込
み
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
天

神
、
福
岡
県
民
年
部
青
少
年
対
策
室

▽
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
5
2

年
4
月
1
日
現
在
、
2
0
歳
以
上
2
6
歳

未
満
の
男
女

▽
提
出
書
類
　
申
込
書
（
1
）
、
作
文

（
1
）
、
戸
籍
抄
本
（
2
）
、
履
歴

書
（
1
）
健
康
診
断
書
（
1
）
、
写

真
（
1
）
住
民
票
（
1
）

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員

会
社
会
教
育
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
1
期

軽

自

動

車

税

町
税
の
納
付
に

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を

固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
に

は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
納
期
限
に
指
定
の

預
金
口
座
よ
り
自
動
的
に
振
替
え
て
納

税
し
ま
す
の
で
、
納
期
の
た
び
に
足
を

運
ぶ
手
間
も
省
け
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ
る
遠
賀

信
用
金
庫
本
店
、
福
岡
銀
行
折
尾
支

店
、
郡
農
協
水
巻
支
所
で
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
こ
の
金
融
機
関
又

は
、
住
民
課
収
納
係
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。固

定
資
産
税
を
ま
と
め
て
前
納

し
ま
す
と
報
奨
金
が
あ
り
ま
す

（
た
だ
し
納
税
組
合
員
は
除
く
）

手数料の改正

昭和52年4月1日から、畜犬登録と狂犬病予防

薗射の手数料が、次のとおり改正になりましたの

でお知らせします。

・番犬登録　　　　　　　　300円

0畜犬登録再交付　　　　250円

0狂犬病予防注射料　　　　650円

0狂犬病予防注射料再交付100円

0個人注射手数料　　　　150円

登録と注射の日程
′－＼

昭和52年度畜犬登録及び、第1回（春期）狂犬

病予防注射を次のとおり実施します。

◇料金　950円（登録料300円、注射代650円）

狂犬病予防注射の日ノ程

実施月 日 場　　 所 時　　 間

4 月 18 日

（月）

水 巻 町 町 公 民 館 10 ：00一・1 1 ；30

古賀 区公民館 （6 1 棟） 13 ：30－15 ：00

4 月 19 日

．（火）

二　 町　 住　 公　 民　 館 10 1 00～ 11 ；30

下 二 町 住　　 〝 13 ；30－15 ；00

4 月 20 日

（水》

富　 田　 二　　 〝 10 ：00・－11 ：30

吉　 田　 三　　 〝 13 ：30 －15 ：00

4 月 21 日

（木）

高　 松　 区　 労　 務　 横 10 ；00・－11 ：30

輝 † 口　 公 民 ・館 13 ；30・－15 ：00

4 月 22 日

（金）

猪熊 町 住　　 〝 10 ；00一一1 1 ；30

机　　　　　　 〝 13 ：30－15 ；00

※　なお、この日程に漏れた犬は5月9日（月）

、亀10；00～12；00まで水巻町町民館にて実施します。
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□
発
行
人

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
衛
　
門
．
□
　
編
集
　
水
巻
　
町
　
住
　
民
相
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－
4
3
2
1
）

□
　
印

刷

冷
　
幸
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


